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１． 開催概要 

名称 第 1 回エコチル調査全国フォーラム 

開催日程 
日付：2025 年１１月 1 日（土）～２日（日） 
時間：１１月１日（土）９:３０～１８:００   １１月２日（日）９:３０～１７:００ 

開催方法 対面による開催 

開催場所 東京大学本郷キャンパス内 伊藤国際学術研究センター及び山上会館 

主催 環境省 

後援 こども家庭庁、文部科学省 

協力 
一般財団法人日本書道美術院、一般社団法人現代歌人協会、 
一般社団法人日本かるた協会 

目的 
こどもたちに「環境保健を知るための場」、「自己表現の場」、「様々な未来の可能性を知
る場」を提供し、「エコチル調査の意義」を国民に広める 

主な対象 小学生、中学生、高校生およびその保護者の世代 

主な 

プログラム 

＜基調講演＞ 
 講師：吉野 彰氏（旭化成株式会社） 
 ご自身の研究ならびにエコチル調査への期待について 
 
＜エコチル調査学術シンポジウム＞ 
 座長：玉腰 曉子 氏（北海道大学大学院医学研究院公衆衛生学） 
 演者：熊坂 夏彦 氏（国立成育医療研究センター エコチル調査研究部 遺伝子解析室 
               東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センター デジタル・ゲノミクス分野） 
     佐山 晴亮 氏（東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科） 

     藤尾 圭志 氏（東京大学大学院医学系研究科内科学専攻アレルギー・リウマチ学） 
     森崎 菜穂 氏（国立成育医療研究センター 社会医学研究部） 
 エコチル調査に関連する領域の研究者の方々による講演とディスカッション 
 
＜エコチル調査研究発表会＞ 

「環境と健康」をテーマに、本格的な学会スタイルで研究成果を発表 
 

＜ランチョンセミナー＞（株式会社島津製作所） 

 講師：中山 祥嗣 氏（国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康領域 

エコチル調査コアセンター次長（兼）曝露動態研究室室長） 

 
＜エコチル調査書道展＞ 
 エコチル調査に関連する言葉での書道作品展示および書道家の作品展示 
 
＜エコチル調査短歌展＞ 
 エコチル調査をテーマにした短歌作品の展示。※選ばれた短歌は来年「十六人一首競
技かるた大会」で使用予定 
※順次、短歌を増やし、令和 13 年度の「エコチル調査百人一首」完成をめざす 

 
＜エコチル調査かるた展＞ 

応募いただいた、オリジナルかるたの上位作品を会場で展示 
 
＜エコチル調査かるた大会＞ 

完成したエコチル調査かるたによる、かるた大会を実施 
 
＜小倉百人一首競技かるた大会＞ 
 個人戦・団体戦の実施。また、エコチル調査かるた教室の開催 
 
＜化学分析機器展示＞ 
 エコチル調査に関連する企業による分析機器の展示 
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＜パネル展示＞ 
 エコチル調査関連企業・団体による取り組み紹介のパネル展示 

その他取組 

 

＜スタンプラリー＞ 
 ・伊藤国際学術研究センター、山上会館の各展示エリアにスタンプを設置し、スタンプを

集めると［ECO CHILD］となるスタンプラリーを実施。すべての展示を回遊してもら
える工夫を施した 

 
 最後のスタンプチェックポイントでは、第 1 回エコチル調査全国フォーラムのパンフレッ

トでも使用したモチーフや、参加者自身で描いたデザインで缶バッジを作るワークショ
ップを行った 

 

企 画 ・ 実 施

上の工夫 

 

■「エコチル調査」を知るきっかけづくり 
 →複数のカテゴリで作品募集を行い、制作の過程で「エコチル調査」を調べていただけ

るような課題を設定した 
 
■来場促進のとりくみ 
 →募集した作品の展示 
 
■子供たち本の格的な学術集会の体験 
 →学術集会用のシステムを使用し、演題登録をする 
 →口頭発表用のデータを事前にアップロードする 
 →本格的な会場で口頭発表を行い、学術集会と同じように発表時間、質問時間を設定

して進行をした 
 →ポスター発表時間を設定し、研究発表および来場者との質疑応答の時間を設けた 
 
■日本の伝統文化の体験 
 →日本に古くからある書道、短歌、かるたの募集、体験をきっかけに「エコチル調査」を

知っていただく機会を創出した 
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２． 広報活動 

⑴チラシ・ポスター 

 チラシ 2,000 部、ポスター100 枚を作成。書道、かるた大会協力団体、全国のエコチル調査関連団体、

会場近辺公共施設、教育機関に配布。 

 

表（開催概要・各種募集期限を掲載） 
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裏（スケジュール・アクセス・問い合わせ先等を掲載） 
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⑵プレス発表 

① 環境省 

2 回にわたり報道発表を行った。 

1 回目：9 月 1 日（月）  

掲載内容：第 1 回エコチル調査全国フォーラム開催の案内及び、各種募集作品についての募集方法 

https://www.env.go.jp/press/press_00583.html 

 

2 回目：10 月 20 日（月）  

掲載内容：各種募集作品の受賞者決定の案内と当日プログラム案内 

https://www.env.go.jp/press/press_01435.html 

 

② 運営事務局 

3 回にわたり報道発表を行った。 

媒体：PR タイムス 

1 回目：9 月 18 日（木） 

掲載内容：各種作品募集の案内と、競技かるた大会参加募集の案内 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000169465.html 

 

2 回目：10 月 20 日（月） 

掲載内容：受賞者決定の案内と、受賞作品展示の案内 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000005.000169465.html 

 

3 回目：10 月 28 日（火） 

掲載内容：研究発表プログラムと、各会場のプログラムの案内、参加登録について 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000169465.html 

 

  記事の訪問数と転載回数 

   訪問者数 転載数 

1 回目 １８ ０ 

2 回目 ９５ ０ 

３回目 ３４６ ４２ 

 

⑶SNS 

① 環境省 

Facebook、X にてそれぞれ 7 回投稿を行った。 

1 回目：9 月 5 日（金） 

2 回目：9 月 10 日（水） 

3 回目：9 月 19 日（金） 

4 回目：10 月 1 日（水） 

5 回目：10 月 8 日（水） 
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6 回目：10 月 29 日（水） 

7 回目：11 月 7 日（金） 

 

  掲載内容 

  1 回目：研究発表、書道展、短歌展、オリジナルかるた、競技かるた大会の参加募集 

  2 回目：作品募集〆切案内 

  3 回目：研究発表、短歌、競技かるた大会募集延長案内 

  4 回目：競技かるた大会参加募集案内 

  5 回目：受賞者決定の案内 

  6 回目：会場参加募集 

  7 回目：開催報告及び参加御礼 

 

② 運営事務局 

Facebook にて 7 回投稿を行った。 

 

掲載内容 

環境省の投稿をシェア 

 

⑷協力団体 

① 一般財団法人日本書道美術院 

法人 HP にて書道展に関する案内を 3 回にわたり掲示いただいた。 

1 回目：書道展募集要項の掲載 

2 回目：出品に関する Q&A 

3 回目：開催後の案内 

 

書の広場（毎日書道会）様に書道展の取材動画を掲載いただく。 

 

  ② 一般社団法人全日本かるた協会 

   第 27 回全国中学生選手権大会プログラム冊子にフォーラムの告知を掲載いただく。 

 

  ③一般社団法人ちはやふる基金（競技かるた大会後援） 

   X に 2 回投稿いただいた。 

   1 回目：9 月 17 日（水） 

   2 回目：11 月 21 日（金） 

 

掲載内容 

  1 回目：第 1 回エコチル調査全国フォーラム競技かるた大会の申し込み案内 

  2 回目：開催報告 
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３． プログラム冊子 

当日配布用のプログラム冊子を作成。 

全 42 頁構成、2,000 冊 

 

掲載内容 

・開催概要 

・会場案内図 

・プログラム 

・基調講演、学術シンポジウムの抄録 

・研究発表プログラム 

・各作品の受賞者一覧 

・競技かるた大会参加者一覧 

・出展企業一覧及び出展図面 

・スタンプラリー台紙 

 

一部抜粋を掲載する。 

●表紙（エコチル調査のテーマメッセージを掲載）、裏表紙（スタンプラリー台紙を掲載） 
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●会場案内図 

●プログラム・タイムテーブル   
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●抄録・募集プログラム受賞者一覧 

 

 

●出展企業・団体一覧 
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４． ホームページ 

 

フォーラム特設サイトを作成し、情報発信のベースとした。 

https://smartconf.jp/content/eco_child 

決まった情報から随時掲載、修正を行った。また、参加者からの声を受けて足りない情報を追加した。 
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⑴ ホームページ構成 

 

① News 

情報更新した内容を掲載し、最新情報を確認できるようにした。 

 

 

② 重要な日程の掲載 

各種募集の締め切りをまとめて掲載することによって、各募集ページに進まなくても締切日を確認で

きるようにした。 

③ 応募要項、受賞者一覧の掲載 

各種募集作品ごとに募集要項、受賞者一覧のページを作成した。それにより開きたい募集要項、受賞

者一覧を簡単に選ぶことができるようにした。 

 

フォーラム終了後には各受賞作品（書道作品、短歌の歌等）を追加掲載した。 
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④ 当日チェックイン案内 

当日会場でスムースに受付ができるよう、受付で必要な QR コードの開き方を説明するページを作成。

動画も掲載することによりわかりやすく解説した。 

 

５． 参加登録 

 

（１）参加登録ページ 

   

参加登録用のページを作成。 

  掲載内容 

  ・参加登録方法 

  ・個人情報の取り扱い 

  ・参加登録用ボタン 
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⑵ 参加登録フォーム 

参加登録用システムにて登録 
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⑶ 申込数・来場者数 

 

区分 事前登録 当日チェックイン数 

一般 ４３９ ３８２ 

同伴者  ６５ 

書道展  ７６４ 

合計 ４３９ 1,211 

 

※申し込み時点では予定の延べ 2,000 人を大幅に下回っていたが、当日書道展受付を設けたところ、書

道展に参加した出品者やその家族などの多くの参加をいただけた。 
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６．  当日の様子・企画・実施上の工夫 

 

⑴ 開催会場 

複数作品の展示会場や、セッション会場、競技かるた大会会場などを設けるため東京大学本郷キャンパス

内にある伊藤国際学術研究センター、山上会館の 2 か所にわけて会場を準備した。 

 

①伊藤国際学術研究センター 

 ・セッション会場 

 ・書道展 

 ・短歌展 

・パネル展示 

 ・化学分析機器展示 

 ・ポスター発表 

 ・休憩スペース 

 

 

②山上会館 

 ・かるた大会会場 

 ・書道展 

 ・エコチル調査かるた展 

 ・かるた教室 

 ・選手控室 

  

 

⑵ 基調講演・学術シンポジウム・ランチョンセミナー 

 

①基調講演 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 謝恩ホール 

講師：吉野 彰氏（旭化成株式会社） 

ご自身の研究にまつわるお話とともに、若い世代の活躍 

への期待、エコチル調査への期待をお話いただいた。 
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②学術シンポジウム 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 謝恩ホール 

座長：玉腰 暁子氏（北海道大学大学院医学研究院公衆衛生学） 

演者：熊坂 夏彦氏（国立成育医療研究センター エコチル調査研究部 遺伝子解析室 

東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センター デジタル・ゲノミクス分野） 

    佐山 晴亮氏（東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科） 

    藤尾 圭志氏（東京大学大学院医学系研究科内科学専攻アレルギー・リウマチ学） 

    森崎 菜穂氏（国立成育医療研究センター 社会医学研究部） 

各分野の先生から研究成果の発表とエコチル調査に関する討論を行っていただいた。 

  

 

③ランチョンセミナー 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 謝恩ホール 

提供：島津製作所 

講師：中山 祥嗣（国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康領域 

エコチル調査コアセンター次長（兼）曝露動態研究室室長） 

エコチル調査の第一人者である中山先生に「環境と健康」について実演形式でレクチャーいただいた。お

弁当を食べながらのセミナーで、気軽で楽しい雰囲気の中、研究内容について知っていただいた。 
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⑶募集プログラム 

 

①研究発表（口頭発表）          

Ⅰ．応募要項 

 

Ⅱ．応募方法 

一般の学会でも多く利用されている学術集会専用システムを使用。 
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Ⅲ．発表フォーマット 

ダウンロード可能な ppt 形式の発表フォーマットを HP に掲載し、発表データ作成のサポートを行った。 
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Ⅳ．IOO（他者関与）の開示について 

医学系研究の公平性・信頼性を確保するため、一般的な学会でも行われているように IOO の開示を求め

た。応募する学生に、わかりやすく開示の必要性、開示すべき対象者、開示フォーマットを掲載した。 
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Ⅴ．発表についての案内 

応募者には発表プログラムが決まった時点で発表番号・プログラム・発表データ収集・発表方法に関する

案内を行った。 
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Ⅴ．当日の様子 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 謝恩ホール 

発表件数：全 14 件 

当日は発表前に集合いただきデータチェック、機材操作チェックを行ったうえで本番に臨んでいただいた。 

  

 

Ⅵ．審査 

審査員 3 名 

国立大学法人秋田大学 名誉教授 村田 勝敬先生 

 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 千先 園子先生 

環境省大臣官房環境保健部化学物質安全課環境リスク評価室長 市村 崇 

  

審査方法 

審査員による事前審査と、当日の一般投票による得票点をもって総合的に審査。 

受付で投票用紙を配布し、良いと思う発表に丸を付けていただき、投票箱にて回収、集計した。 

 優秀な発表が多く、予定より受賞者数を増やした。 

 

 

②研究発表（ポスター発表）          

Ⅰ．応募要項及び応募方法、IOO 開示について 

 ①-Ⅰ、①-Ⅱ、①-Ⅳ（口頭発表）と同様。 

 

Ⅱ．フォーマット 

ダウンロード可能な ppt 形式の発表フォーマットを 

HP に掲載し、ポスターデータ作成のサポートをおこなった。 
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Ⅲ．発表についての案内 

応募者には発表プログラムが決まった時点で発表番号・プログラム・発表方法に関する案内をおこなうと

ともに、ポスター印刷が困難な発表者のために、依頼があったポスターについては事務局にてポスター印

刷及び掲示を請け負った。 
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Ⅳ．当日の様子 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 多目的スペース 

発表件数：全 38 件 

  

当日は発表時間にポスターの前に立ち、来場者へ研究内容の説明や質疑応答への対応を行っていただい

た。 

 

Ⅴ．審査 

審査員 3 名 

国立大学法人秋田大学 名誉教授 村田 勝敬先生 

 国立研究開発法人国立成育医療研究センター 千先 園子先生 

環境省大臣官房環境保健部化学物質安全課環境リスク評価室長 市村 崇 

  

審査方法 

審査員による事前審査と、当日の一般投票による得票点をもって総合的に審査。 

受付で投票用紙を配布し、良いと思う発表に丸を付けていただき、投票箱にて回収、集計した。 

優秀な発表が多く、予定より受賞者数を増やした。 

 

③書道展 

Ⅰ．応募要項 
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題材を「エコチル調査から連想する言葉」と設定することによって、今までエコチル調査を知らなかった方

も、エコチル調査を知って調べていただくきっかけとした。 

Ⅱ．応募方法 

①フォーラムの参加登録ページにてアカウントを作成いただく。 

②作品は応募票を付けたうえで協力団体（日本書道美術院）へ郵送する。 

 作品の仕訳、審査準備は日本書道美術院の全面協力のもと行った。 

 

Ⅲ．審査 

 審査員長：大谷 洋峻（日本書道美術院 理事長） 

 審査員：日本書道美術院・環境省 

 

応募総数 2251 点 

上位賞 40 点 

優秀賞 100 点 

佳作数 559 点 

 

Ⅳ．当日の様子 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下１階 ギャラリー２（上位 全１４０作品・審査員 4 作品） 

山上会館（佳作 全 559 作品） 

  

 

審査員の先生方の作品も飾られ見ごたえのある展示会となった。多くの家族連れにも来場いただき、エコ

チル調査へ触れる第一歩としてよい機会となった。 
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④短歌展 

Ⅰ．応募要項 

テーマをエコチル調査に関連する短歌とすることで、今までエコチル調査を知らなかった方も、エコチル調

査を知って調べていただくきっかけとした。 

 

Ⅱ．応募方法 

①-Ⅱ研究発表と同じシステムにて募集を受け付けた。 

 

Ⅲ．審査 

 審査委員長：現代歌人協会 坂井 修一 

 審査委員：現代歌人協会 駒田 晶子 

        現代歌人協会 寺島 博子 

        現代歌人協会 吉川 宏志 

        環境省 

 

Ⅳ．当日の様子 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 多目的スペース 

上位 12 作品（書道展審査員による揮毫）及び優秀賞・佳作 18 作品 

  

上位作品は書道展の審査員の先生方に揮毫をいただいた色紙にて展示を行い、より短歌作品の味を引き

出す展示となった。 
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⑤エコチル調査かるた 

Ⅰ．応募要項 
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Ⅱ．応募方法 

①-Ⅱ研究発表と同じシステムにて募集を受け付けた。 

 

Ⅲ．審査 

 環境省エコチル調査担当官による審査 

 

Ⅳ．当日の展示 

会場：山上会館 

   金賞 46 作品、銀賞 24 作品、銅賞 9 作品 

受賞作品をパネル 4 枚にまとめて展示。なお、金賞受賞作品を用いてエコチル調査かるたを作成した。 
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⑥小倉百人一首競技かるた大会 

後援：一般社団法人ちはやふる基金 

Ⅰ．応募要項 

 

Ⅱ．応募方法 

お申し込みフォームを作成して募集を受け付けた。 
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Ⅲ．当日の運営 

会場：山上会館 ２階 大会議室（大会会場） 

地下 1 階 ００１・００２会議室（選手控室兼和装着替えスペース） 

参加人数：個人戦 小中高校生部門 6 名 

             和装部門 12 名 

       団体戦 高校生以下部門 6 チーム 

             和装部門 5 チーム 

２日間にわたり個人戦、団体戦を行った。 

審判員及び、読手、運営については全日本かるた協会に協力をいただいた。 

  

 

⑦エコチル調査かるた大会 

 ⑤の金賞作品で作成したかるたを使用してかるた大会を行った。 

Ⅰ．募集方法 
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Ⅱ．当日の様子 

会場：山上会館 ２階 大ホール 

  

競技かるた大会の合間に行ったため、競技かるた参加選手や一般参加者も一緒になってかるた大会を開

催できた。 

 

⑧かるた教室 

会場：山上会館 ２階 ２０１・２０２会議室 

参加：当日の自由参加 

  

全日本かるた協会によりエコチル調査かるたや小倉百人一首かるたをもちいたかるた教室を開催いただ

き、日頃かるたをあまりやる機会がない方にも体験いただいた。エコチル調査かるたを用いることによっ

て、エコチル調査にまつわる言葉を知っていただくきっかけになった。   
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⑷その他 

①化学分析機器展示 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下１階 ギャラリー１ 

参加企業：８社 

エコチル調査に関わる企業・団体から出展者を募集し、化学分析機器の展示や実演、SDGｓの取り組み紹

介などをしていただいた。 

  

②パネル展示 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 多目的スペース 

参加企業・団体：13 社 

各企業団体の取り組みを紹介するパネルの展示及び、パンフレットなどの配布をいただくブースを設置し

た。団体によってはブースに常駐いただき、参加者へ取り組み説明なども行っていただいた。 

また参加者に投票用紙を配布し良かったパネル展示を選んでいただきベストパネル賞も選出した。 

ベストパネル賞：公益社団法人日本分析化学会（左下の写真） 

  

③祝辞展示 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下 2 階 多目的スペース 

フォーラム開催にあたっていただいたお祝いメッセージ、祝電を披露するテーブルを用意した。   
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③開会式・閉会式 

会場：伊藤国際学術研究センター 地下２階 謝恩ホール 

  

開会式は参議院議員自見はなこ氏に臨席いただき、ご挨拶並びにエコチル調査に寄せる期待をお話いた

だいた。 

また閉会式では 2 日間にわたり行われた研究発表における表彰式をおこなった。 

 

④スタンプラリー 

会場：伊藤国際学術研究センター・山上会館全体 全 8 か所（最終チェックポイントを含む） 

伊藤国際学術研究センター、山上会館どちらにも参加者が訪れるきっかけになるようにスタンプ台を各所

に設置した。またすべてのスタンプを集めるとノベルティとして用意したシールと、先着 100 名（日ごと）

にエコチル調査かるたをプレゼントした。 

また、希望者にはワークショップコーナーにて缶バッジ制作体験をしていただいた。缶バッジの絵として今

回のフォーラームのチラシ等のデザインに使用した地球をモチーフにしたキャラクターや、参加者自身で絵

を描ける台紙などを用意し、フォーラムが終わってからもバッジをつけることによってエコチル調査を身

近に感じていただける工夫をした。 
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⑤フォトスポット 

着ぐるみのたこチルが会場内で参加者と記念撮影を行った。 

 
たこチルはエコチル調査大阪ユニットセンターイメージキャラクターです   
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７．  受付 

 

メイン受付：伊藤国際学術研究センター 地下 1 階 ギャラリー1 と 2 の間のスペース 

メインの入り口から降りてくる階段下に設けることで受付としてわかりやすい位置に設置。 

補助受付：山上会館 1 階 エントランス 

競技かるた大会、エコチル調査かるた大会の受付及び、一般受付を行った。 

 

 

①一般受付 

事前に参加登録をしていただいた方の QR コード受付を行い、ネームカードの自動発券を行った 

 

ネームカード 

プラスチックケースを使用せず、ネックストラップ（リユース）を装着できるタイプのものを用意した。 

・スムースに運営をするために、事前に申込まれたプログラムがわかるよう記号を記載した。 

・アンケートのＱＲコードを掲載した。 
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②書道展受付 

書道展は応募数からも多数の参加が見込まれ、家族連れで来ることが予想されたため、日本書道美術院

の要請により、事前参加登録をしていない方も参加ができるように準備。 

リストバンドを装着していただくことで参加人数の把握及び受付通過確認をした。 

 

③総合受付 

登壇者及びプレス対応、スタンプラリーの最終チェック業務をおこなった。 

 

④当日の様子 
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８． 参加者に関する情報分析結果 

① 参加登録時の収集情報 

⑴回答方法 

 参加登録時に入力いただく質問項目を設定 

 回答方法：オンライン 

  

⑵集計結果 

回答期間：2025 年 11 月 1 日（土）～11 月 2 日（日）15 日間  

回答数：570 

１．性別  

 

 

２．年齢 
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３．お住まいの地域をご入力ください（都道府県）  

東京都の方が全体の４５％、関東圏では全体の７２％となった。 

 

４．エコチル調査を知っていましたか 

 

1
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3
4
2
6
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7
5

2
27

1
1
2
1
1
1

37
1
5
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5
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3
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4
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愛知県
茨城県
沖縄県
宮崎県
宮城県
京都府
熊本県
群馬県
高知県
佐賀県
埼玉県
三重県
山形県
山梨県
滋賀県
秋田県
新潟県

神奈川県
⻘森県
静岡県
千葉県
大阪府
⻑野県
鳥取県
東京都
栃木県
富山県
福岡県
福島県
兵庫県
北海道
無回答
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② 来場者アンケート 

⑴回答方法 

 周知方法；当日会場にて QR コードを掲示。また開催後に来場者へメールにて回答依頼をした。 

 回答方法：オンライン 

 

 

 

 

 

 

⑵集計結果 

エコチル調査全国フォーラム参加者アンケート  

回答期間：2025 年 11 月 1 日（土）～11 月 16 日（日）15 日間  

回答数：98 回答率：8%  

周知方法：ネームカードへ QR コードの掲載  

     会場内サイン掲示  

     開催後参加者へのメール案内  

改善点：周知が足りず回答率が低くなった。当日配布プログラムや会場サイン等でわかりやすく掲示する

べきであった。  
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 １．性別  

 

 ２．年齢  

 

 

 

  

  

３．16 歳以下の方の回答に保護者が同意する場合はチェックをお願いします。  

  同意：26  

  

 

 

 

 

男性 38名
39%

女性 56名
57%

その他 1名
1%

回答しない 3名
3%

男性 38名 女性 56名 その他 1名 回答しない 3名

0 5 10 15 20 25 30 35

10代以下 32名

20代 6名

30代 2名

40代 20名

50代 25名

60代 12名

70代以上 1名
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 ４．お住まいの地域をご入力ください（都道府県）  

 

現地参加のイベントのため会場近郊の関東圏の参加者が多いが、全国フォーラムとしてエコチル調査関係

者にとっても、エコチル調査を知らなかった方に知っていただく機会としても、年に 1 回全国から参加す

る意義のあるものにしていく必要がある。 

  

５．ご職業（複数選択可）  
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教員（大学）

保育関係（幼稚園）
保育関係（保育園）

学生
専業主婦・主夫

その他
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   ６．あなたとエコチル調査との関わりを教えてください。  

 

これまでエコチル調査に関わったことのない方の参加が多かった 。エコチル調査を知っていただく機会に

なっていることがわかる。 

  

７．エコチル調査参加者、その家族である本人・家族の場合、登録しているユニットセンターを記入し

てください  

  ・千葉 1 名        ・東京 1 名  

  ・富山 4 名        ・熊本大学 2 名  

  

８．本日はどなたと一緒にご来場しましたか  
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エコチル調査参加者、その家族である本人
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   ９．このイベントをどこで知りましたか（複数選択可）  

 

    

  

１０．あなたは、これまでエコチル調査のことを知っていましたか  

 

    

  知らなかったと回答した方が全体の 54％と半数を超えていた。今回のフォーラムの目的である「エコチ

ル調査」を知っていただく機会となったことがわかる。  
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ポスター、チラシ（学校や学習施設）

SNS（Facebook、Instagram、X）

日本書道美術院からの案内

ユニットセンターからの案内

その他Webサイトおよびメールマガジン

環境省関連媒体（報道発表など）

エコチル調査メールマガジン

エコチル調査ホームページ（環境省）

エコチル調査全国フォーラムHP

37%

9%

54%

調査内容も含めて知っていた 36名 名前だけは知っていた 9名
知らなかった 53名
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  １１．本日はどのプログラムに参加されましたか（複数選択可）  

 

    

  

１２．本日のフォーラム、各プログラムの内容はいかがでしたか  

      

 すべてのプログラムで大変満足・満足が 7 割を超えていた。研究発表においてはやや不満・不満という回

答もあり、質問 17（自由回答）にて記載いただいたご意見も踏まえて改善していく必要がある。 
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基調講演
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  １３．本日のフォーラム、各プログラムの時間はいかがでしたか  

    

  おおむねプログラム時間はちょうど良かったと思われる。 

  

  

１４．良かったコンテンツはどちらですか（複数選択可）  

    

  研究発表を選ばれた方が多く、学生にとっての良い機会になったことがわかる。 
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 １６．またエコチル調査全国フォーラムに参加したいですか  

 

 「はい」と答えた方が 80％という結果であり、次回以降も期待をいただいている。 

 

 

 

③ 出展者アンケート 

⑴集計結果 

回答期間：2025 年 1１月２８日（金）～1２月１2 日（金）1４日間  

回答方法：オンライン 

対象団体数：２０ 

回答数：９ 

 

１．今回の出展内容（展示・体験・取り組み紹介など）を簡単にご記入ください 

1 機器展示、ランチョンセミナー 

2 エコチル調査には統計解析業務が必須という事実を踏まえての、ゲーム感覚での学習ソフト

ウェアのデモンストレーション 

3 試薬製品・受託サービスの展示です 

4 機械展示 分注機の紹介  

5 分析機器展示 

6 ユニットセンターでの調査状況や広報・イベント活動の紹介、質問票調査の結果集計の一部

をポスター２面にて掲示。ユニットセンターで作成したノベルティやニューズレター、論文

も掲示。 

7 1 コマ出展 

8 展示 

9 会社概要と取組紹介が中心 

 

80%

4%

16%

はい 78名 いいえ 4名 どちらでもない 16名
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２．貴社出展ブースへの来場者数          ３．来場者の反応 

４．出展によって得られた効果（複数選択可）          ５．業務のヒントになったことはあったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今回、出展して満足していますか？            ７．事務局の対応（連絡、準備など）  

 

８．会場全体のレイアウト（小間の配置、人の流れ）    ９．出展備品・機器の搬入・搬出（時間、経路）  
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１０．展示会全体の運営                      １１．次回も出展したいと思いますか  

 

１２．イベント運営で具体的な改善点があれば教えてください  

1  運営サイドに改善点等は特にない。非常に良かったです。  

2  学会や企業展示会などと違って、エコチル調査全国フォーラムにおける企業出展に期待することをもう

少し明確にして頂けたらと思います。  

3  分析機器展示を機器体験コーナーにしたらいいのでは。その場合、検体の流れや実験の順番に沿って企

業を回ったり説明を受けたりできると、それぞれの企業の機器の特徴が明確になると思います。準備段

階で、参加企業間の情報共有の場があってもよいかもしれません。  

4  学術研究センターと山上会館が離れていて動きづらかった。  

  

１３．エコチル調査全国フォーラム全体に関してご意見、ご要望など自由にご記入ください。  

1  来場対象者が幼児から大人までと非常に幅が広いのと、高校生が多いのが、他の学会と違う特徴だと

思いました。  

今回は一人でしたので、自身の見学もあり、あまり対応ができませんでしたが次回はもう少し人か AI 案

内を増やせればと思います。  

2  エコチル調査全国フォーラムとして、逆にどのようなことを発信したいのかなどをもう少し教えて欲しい

です。  

単なる企業出展だな！と、半分お叱りを受けるような場面もあり、我々もエコチル調査の重要性を理解

し、フォーラムへの協力を前向きに捉えて参加しましたが、逆に来場される方がどのよう意図で来場さ

れるのかが事前の情報共有が少なかった  

3  第一回目としては、集客もあって成功していたと思います。ただイベント会場の構造が複雑にもかかわら

ず、会場案内が不足していると感じたので、改善を希望します。  

4  もう少し実際に参加して下さっている方々が会場にいらして下さるようなプログラムを追加した方が良

いのでは、と思いました。（小中学生親子をあまり見かけなかったので）  

  

 

 

以上 

 


